
7月　　ことりグル”プだより
【年主題】共にあゆむ　　　　　　【月主題】気持ちよく

【月主題】・友達や保育者と思いを合わせて祈る

・土　砂　水に存分に触れて、心も体も解き放っ

2017．7．1

二遊熊
・体を洗ったり、着替えたり、日陰で休んだりすることを心地よく感じる

脅宙富宙宙璃富寓脅お泊り保育を通して　富歯‾脅轟鶴璃宙盛観

ゆりのお泊り保育の前に、ゆりさんはクラスでの生活を中心に行い、ゆりさんでお泊りにい

く準備やお泊りを楽しみに出来るように過ごしました。さくらさん“ばらさんは、グループで

の生活を変えずに過ごしました。その中で、ゆりさんだけで給食やおやつを食べているのを見

ていたさくら。ばらの子ども達。ゆりの子ども達は、いつも一緒に過ごしてしているさくら置

ばらがいないことで、食事が終わるとお相手のお手伝いに来てくれました。また、ばらさんは、

ゆりさんが一緒に過ごしていないことで、テーブルふきをはりきってしたり、お相手のさくら

さんのお手伝いをしようとする姿が見られました。お泊り保育前日は、ゆりさんの代わりにお

手伝いをしてねとお願いをして出かけました。ばらのお友達は、ゆりさんの代わりに、たくさ

んお手伝いをして頑張っていました。

＊さくら＊いつも自分たちのお手伝いをしてくれるゆりさんがお泊りで留守にしていることで、保

育者の側にくっついたり、寂しそうにしている姿もありましたが、ばらさんがいつもゆりさんがし

ているように優しく関わってくれることで少しずつ安心を感じてばらさんに甘えを出して過ごして

いました。

＊ばら＊お泊り前に「ばらさんよろしくね」とゆりさんに声をかけてもらったことで、頑張ろうと

いう気持ちがそれぞれに芽生え、自分のことをすぐに済ませてベット選びや、テーブルふきなどゆ

りさんに教えてもらったことを思い出しながら、丁寧にしていました。またさくらさんのお手伝い

にも自信が出てきて、お泊り保育が終わってからも、積極的に関わるお友達が増えました。

＊DIl＊子ども達が楽しみにしていた八瀬のお泊り保育がありました。お泊りの過には、早くお泊

り保育に行きたという気持ちのお友達と、少しずつお泊りが近づくにつれて緊張しているお友達が

いました。しかし、お泊り前日は緊張しながらも楽しみにかわり、お泊り保育の当日を迎えまし

た。さくらさん“ばらさんに「イッテキマース」と元気よく声をかけて、園を出発しました。八滴

に着くと、山登りをし、魔女さんからの手紙を見つけたり、さくらさん〃ばらさんのプレゼントを

作り、お風呂に入りました。夜には、みんなで作ったキャンドル台に火を灯し、キャンドルサービ

スを楽しみました。夜になり、寝る準備をしていると、「ココデ　ネルノ」と、家に帰らずお泊り

することを実感したお友達もいました。今年の八瀬のお泊り保育、気候もよく、過ごしやす

く、夜もぐっすり眠るお友達が多かったです。朝になるとお家の人と離れてお友達とお泊り出

来たことで、自信がついた表情をしていた子ども達もたくさんいました。
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